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７
月
・ 

伊
勢
原
周
辺
は
名
だ
た
る
中
世
武
将
の
活
躍
場
所
で
す
。
今
回
は
中

村
氏
一
族
で
あ
る
土
屋
氏
ゆ
か
り
の
地
を
巡
り
ま
す
。 

中
村
宗
平
の
三
男
、
土
屋
宗
遠
は
兄
の
土
肥
実
平
と
共
に
源
頼
朝
の
挙

兵
に
参
加
し
、
石
橋
山
の
敗
戦
か
ら
安
房
へ
舟
で
逃
れ
る
際
の
「
七
騎

私
は
観
ボ
ラ
に
参
加
す
る
ま
で
は
、
こ
の
街

が
か
つ
て
大
山
詣
の
玄
関
口
と
し
て
賑
わ
っ
た

歴
史
あ
る
宿
場
町
だ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
活
動
を
通
し
て
学
び
を
深

め
て
か
ら
は
、
新
た
な
発
見
が
続
き
、
日
常
の

風
景
が
わ
く
わ
く
す
る
時
間
へ
と
変
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。
伊
勢
原
は
開
村
4

0

0
年
を
迎

１０月の 

ウォークの

ご案内 ① 

秦
野
東
光
寺
と
土
屋
一
族
の
墓
を
巡
る 

10
月
13
日
（
火
）
９
時
0０
分 

東
海
大
学
前
駅
南
口
集
合 

 

開村 400 年 

伊勢原宿 

を歩こう！ 

伊
勢
原
駅
北
口
龍
神
通
り
か
ら
伊
勢
原
大
神
宮
へ
と
続
く
田

村
通
大
山
道
。
こ
の
一
帯
は
江
戸
時
代
初
期
に
開
村
さ
れ
大
山

詣
で
賑
わ
っ
た
伊
勢
原
宿
で
す
。
宿
場
町
の
面
影
を
探
し
な
が

ら
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

１０月の 

ウォークの

ご案内 ② 

矢
倉
沢
往
還
を
歩
く
④ 

１０
月
２８
日
（
水
）
８
時
４５
分 

渋
沢
駅
南
口
集
合 

 

い
よ
い
よ
渋
沢
か
ら
峠
を
越
え
て
松
田
へ
。
最
初
の
20
分
ほ
ど
の
登

り
を
過
ぎ
れ
ば
、
右
手
に
丹
沢
連
山
、
正
面
に
富
士
・
箱
根
を
望
む
爽

快
な
尾
根
歩
き
で
す
。
篠
窪
で
は
地
福
寺
や
三
嶋
社
、
椎
の
木
の
自
然

林
を
訪
ね
、
頼
朝
が
富
士
の
巻
き
狩
り
の
際
に
馬
を
止
め
て
眺
め
た
と

伝
わ
る
富
士
見
塚
で
一
休
み
。
神
山
神
社
を
へ
て
松
田
町
へ
向
か
い
ま

す
。
秋
の
低
山
歩
き
と
、
平
安
時
代
か
ら
続
く
矢
倉
沢
古
街
道
の
風
情
、

歴
史
あ
る
村
々
の
景
観
を
、
一
度
に
楽
し
め
る
ウ
ォ
ー
ク
で
す
。 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

落
」
の
一
人
と
し
て
も
有
名
で
す
。
秦
野
の

東
光
寺
薬
師
堂
を
訪
ね
た
後
、
金
目
川
を
渡

る
と
土
屋
の
里
で
す
。
土
屋
宗
遠
が
開
い
た

熊
野
神
社
や
大
乗
院
、
土
屋
城
址
と
云
わ
れ

る
高
陣
山
と
整
然
と
並
ん
だ
一
族
の
墓
を
訪

れ
、
最
後
は
「
土
屋
の
銭
洗
い
弁
天
」
と
呼

ば
れ
る
妙
圓
寺
の
岩
屋
め
ぐ
り
と
銭
洗
い
な

ど
、
秋
の
気
配
を
感
じ
な
が
ら
土
屋
の
里
ウ

ォ
ー
ク
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

え
、
古
く
か
ら
人
々
が
往
来
し
た
土
地
な
ら
で
は
の
風
情
が
今
も
残
っ
て

い
ま
す
。
伊
勢
原
宿
の
家
並
み
は
街
道
に
面
し
て
間
口
を
と
り
、
奥
へ
細

長
く
続
く
造
り
が
基
本
で
、
伊
勢
原
駅
か
ら
県
道
61
号
線
（
田
村
通
大
山

道
）
を
大
山
の
全
景
を
見
な
が
ら
歩
く
と
、
そ
の
名
残
を
随
所
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。
細
い
路
地
や
寺
社
へ
の
参
道
が
マ
ン
シ
ョ
ン
の
間
に
残
り
、
江

戸
時
代
の
宿
場
町
の
雰
囲
気
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
通
り
の
東
側
に
は

「
火
の
見
台
」
や
「
高
札
場
跡
」
が
あ
り
、
「
豊
田
屋
」
で
は
民
芸
品
や

雑
貨
が
並
ぶ
奥
深
い
店
構
え
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
「
伊
勢
原
大
神
宮
」
に

は
伊
勢
神
宮
を
遥
拝
で
き
る
「
神
宮
遥
拝
所
」
が
設
け
ら
れ
、
当
地
か
ら

池
田 

泰
子 

記 

 

田村通大山道から大山を望む 

伊
勢
を
参
拝
で
き
る
特
別
な
場
所
と
な

っ
て
い
ま
す
。
10
月
開
催
の
「
伊
勢
原

観
光
道
灌
祭
り
」
と
合
わ
せ
て
歴
史
散

策
と
祭
り
の
賑
わ
い
を
同
時
に
楽
し
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。 

 

※
道
灌
祭
り
詳
細
は

2

面
を
参
照 



2 

    

一
般
観
光
ガ
イ
ド
、
英
語
講
座
と
も
７
月

８
月
は
酷
暑
を
避
け
て
座
学
を
行
い
ま
し

た
。
欠
席
者
も
少
な
く
、
皆
さ
ん
熱
心
に 

受
講
し
て
い
ま
し
た
。               

英
語
講
座 

・
9
月
６
日
現
地
講
座 

大
山
門
前
町 

第
１
回
目
の
ウ
ォ
ー
ク
は
雨
模
様
で
し

た
が
１６
名
参
加
。 

今
回
は
、
千
代
見
橋
か
ら
旧
参
道
を
下

り
、
宿
坊
、
良
弁
滝
、
愛
宕
滝
、
社
務
局

な
ど
受
講
生
に
よ
る
英
語
ガ
イ
ド
の
実

践
、
大
山
公
民
館
で
の
菅
原
講
師
の
講
義

「
大
山
と
外
国
人
」
で
終
了
し
ま
し
た
。 

 

旧
参
道
は
初
め
て
の
受
講
生
が
多
く
、

門
前
町
の
魅
力
を
認
識
頂
き
ま
し
た
。 

 

一
般
講
座 

・
9
月
12
日
現
地
講
座 

三
ノ
宮
地
区 

（
欠
席
者
3
名
） 

小
雨
模
様
の
中
、
報
国
寺
の
廻
り
地
蔵
、 

下
尾
崎
古
墳
の
横
穴
墓
を
説
明
し
た
後
、
三

之
宮
神
社
で
は
名
誉
宮
司
様
の
神
社
の
概
要

説
明
の
後
、
郷
土
博
物
館
、
境
内
の
古
墳
等

元
宮
、
埒
面
古
墳
、
化
粧
塚
、
矢
倉
沢
往
還

参
道
な
ど
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。 

三
之
宮
神
社
で
は
名
誉
宮
司
様
か
ら
の
丁

寧
な
ご
説
明
や
資
料
の
準
備
、
昼
食
場
所
の

ご
提
供
等
を
頂
き
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
受
講
生
も
感
激
し
て
い
ま
し
た
。 

 
第
59
回
伊
勢
原
観
光
道
灌
ま
つ
り 

10
月
３
，
４
日
開
催
、
署
名
活
動 

恒
例
の
第
59
回
道
灌
ま
つ
り
は
、
市
制

55
周
年
と
銘
打
ち
伊
勢
原
駅
周
辺
で
10
月

３
日
午
後
1
時
か
ら
10
月
４
日
午
後
5
時

30
分
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
道
灌

役
は
お
な
じ
み
の
気
象
予
報
士 

木
原
実
さ

ん
と
北
条
政
子
役
は
女
優 
黒
谷
友
香
さ
ん

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

観
ボ
ラ
で
は
お
祭
り
広
場
で
署
名
活
動
を

展
開
し
ま
す
。
ま
た
駅
北
口
案
内
所
と
お
祭

り
広
場
で
は
ま
つ
り
の
案
内
を
行
い
ま
す
。 

         

  

か
な
が
わ
観
ボ
ラ
合
同
研
修
会 

県
下
の
観
ボ
ラ
２
１
団
体
が
参
加
し
て
実

施
す
る
か
な
が
わ
観
ボ
ラ
合
同
研
修
会
は
い

せ
は
ら
観
ボ
ラ
が
担
当
し
て
10
月
20
日
午

前
10
時
か
ら
15
時
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。 

午
前
は
講
演
会
、
午
後
い
せ
は
ら
観
ボ
ラ

担
当
で
ウ
オ
ー
ク
＝
太
田
道
灌
と
下
糟
屋
コ

ー
ス
を
案
内
の
予
定
で
す
。 

 

県
西
10
観
ボ
ラ
幹
部
研
修
交
流
会 

10
月
23
日
綾
瀬
観
ボ
ラ
担
当
で
開
催 

県
西
観
ボ
ラ
（
湯
河
原
、
小
田
原
、
大

磯
、
藤
沢
、
綾
瀬
、
海
老
名
、
厚
木
、
南
足

柄
、
秦
野
、
い
せ
は
ら
）
の
役
員
が
参
加
し

て
こ
と
し
の
研
修
会
を
綾
瀬
観
ボ
ラ
担
当
で

実
施
さ
れ
ま
す
。 

い
せ
は
ら
観
ボ
ラ
か
ら
は
6
人
が
参
加

し
ま
す
。
午
後
は
各
観
ボ
ラ
代
表
者
会
議
を

開
催
し
て
来
年
度
の
担
当
を
決
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

  市
民
大
学
史
上
最
高
の
受
講
生
72
人 

第
22
期
い
せ
は
ら
市
民
大
学
・
楽
し
い

講
座
受
講
の
締
め
切
り
は
8
月
28
日
締
め

切
り
、
史
上
最
高
の
受
講
生
56
人
、
学
ボ

ラ
役
員
17
人
、
単
科
生
9
人
の
受
講
申
し

込
み
が
あ
り
ま
し
た
。 

新
人
と
女
性
が
多
い
こ
と
が
特
徴
。
開
講

式
は
い
よ
い
よ
9
月
26
日
、
午
後
1
時
30

分
よ
り
伊
勢
原
市
中
央
公
民
館
3
階
、
会

議
室
A
で
萩
原
伊
勢
原
市
長
、
宮
村
教
育

長
な
ど
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
す
。 

 

  

観
ボ
ラ
30
年
記
念 

行
事
ア
イ
デ
ィ
ア
続
々 

創
立
し
て
30
年
の
記
念
日
は
来
年
の
11

月
8
日
、
県
下
8
番
目
に
結
成
の
歴
史
を

持
つ
観
ボ
ラ
。
今
、
観
ボ
ラ
役
員
会
で
は
記

念
す
べ
き
30
年
を
祝
お
う
と
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
つ
つ
討
議
を
続
行
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
例
は
、
記
念
誌
発
行
、
文
化
遺
産
ガ

イ
ド
集
発
行
、
ガ
イ
ド
装
備
品
そ
ろ
え
る
、

会
員
に
記
念
す
る
品
な
ど
な
ど
創
意
と
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。 

30
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
す
ご
い
と
思
い
ま

せ
ん
か
。
み
ん
な
で
祝
い
ま
し
ょ
う
！ 

 

8
月
27
～
29
日 

阿
夫
利
神
社
秋
季
例
大
祭
に
協
力 

古
式
豊
か
な
「
お
下
り
、
お
上
り
」
行
列

に
観
ボ
ラ
役
員
4
人
（
山
田
、
天
野
、
恩

田
、
原
田
）
が
参
加
し
て
盛
り
上
げ
に
協
力

し
ま
し
た
。 

 

大
河
ド
ラ
マ
の
署
名 

32
万
１
２
４
１
筆
に
前
進 

現
在
、
「
太
田
道
灌
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
に
！
」
放
映
運
動
の
署
名
は
32
万
１
２

４
１
筆
に
前
進
し
て
い
ま
す
。 

第
6
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
陳
情
は
い
ま
、
渡
辺

紀
之
県
会
議
員
な
ど
が
鋭
意
努
力
中
で
す
。

署
名
は
力
で
す
。 

推
進
を
お
願
い 

し
ま
す
。 

 
 

 

ガ
イ
ド
養
成
講
座
順
調
に 

7 月 18 日 
一般・英語 合同講座 

伊勢原市の歴史文化財・神社・仏閣 
基礎知識 

 

道灌まつり 

お祭り広場 

署名活動 
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◆「諏訪大社」とは 
 
長野県中央の諏訪湖を挟んで鎮座する、次の
二社四宮のこと。上社は諏訪湖の南岸、下社は
北岸に位置し遠く離れている。 
 
・上社（かみしゃ） 
・本宮（ほんみや）（諏訪市中洲宮山） 
・前宮（まえみや）（茅野市宮川） 

・下社（しもしゃ） 
・秋宮（あきみや）（諏訪郡下諏訪町武居） 

・春宮（はるみや）（諏訪郡下諏訪町下ノ原） 

 

 

 
 

猛
暑
・
猛
雨
の
中
主
夫
業 

  
 

観
ボ
ラ 

三
上
利
栄 

 
 

 

最
近
の
気
候
は
変
だ
、
変
過
ぎ
る
と
思
い
ま

せ
ん
か
。
３５
度
以
上
の
猛
暑
が
連
チ
ャ
ン
か

と
思
い
き
や
今
度
は
、
線
状
降
水
帯
と
か
言
っ

て
長
雨
で
各
地
で
被
害
甚
大
。
天
災
だ
け
で
は

な
さ
そ
う
、
政
治
の
貧
困
も
あ
り
、
お
天
気
の

神
様
が
怒
っ
て
い
る
の
で
は
！ 

私
生
活
で
困
る
の
は
、
洗
濯
も
の
乾
か
な
い

こ
と
、
知
ら
ぬ
間
に
台
所
の
板
塀
に
カ
ビ
が
発

生
し
た
こ
と
、
家
庭
菜
園
で
借
り
て
い
る
畑
は

草
ぼ
う
ぼ
う
、
長
雨
で
草
だ
け
元
気
、
伸
び
放

題
、
草
取
り
で
な
く
ま
る
で
草
刈
り
の
態
。
小

型
の
鎌
で
は
能
率
悪
い
。
腰
か
け
て
草
刈
り
だ

か
ら
、
く
た
び
れ
倍
増
。 

 

こ
ん
な
中
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
次

々
と
続
く
。
最
近
、
市
内
い
く
つ
か
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
、
高
校
同
窓
会
東
京
支
部

の
再
建
、
ふ
る
さ
と
会
を
代
行
執
行
を
頼
ま
れ

、
年
だ
か
ら
と
言
っ
て
断
わ
ら
な
い
の
が
い
い

か
悪
い
か
、
忙
し
さ
は
続
く
。
「
貧
乏
暇
な
し

」
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
と
感
心
し
き
り
。 

こ
ん
な
中
、
連
れ
合
い
が
８
月
上
旬
圧
迫
骨

折
に
。
立
ち
上
が
れ
な
い
か
ら
救
急
車
に
。
こ

ち
と
ら
歳
だ
か
ら
入
院
を
と
思
っ
た
が
、
な
ら

ず
、
薬
と
コ
ル
セ
ッ
ト
で
と
な
っ
て
５０
日
。
こ

の
間
、
や
っ
た
こ
と
の
な
い
主
夫
業
に
私
。 

朝
、
昼
、
晩
と
食
事
つ
く
り
、
慣
れ
な
い
包

丁
片
手
に
、
栄
養
な
ど
考
え
て
田
舎
風
の
食
事

の
用
意
を
毎
日
。
か
く
い
う
主
夫
も
病
気
持
ち

老
老
介
護
・
病
病
介
護
の
態
で
あ
る
。 

連
れ
合
い
９０
才
、
わ
し
９３
才
、
周
り
を
見

る
と
２
人
で
生
活
し
て
る
の
は
偶
然
に
も
う
ち

だ
け
。
６５
年
の
家
庭
生
活
で
お
世
話
に
な
っ

た
連
れ
合
い
に
感
謝
を
込
め
て
ト
ン
ト
ン
ト
ン

と
ま
な
板
を
調
子
つ
け
て
叩
い
て
、
た
ま
に
は

懐
メ
ロ
口
ず
さ
み
な
が
ら
猛
暑
、
猛
雨
を
過
ご

し
て
居
る
。
思
い
は
地
球
温
暖
化
対
策
を
真
剣

に
政
治
の
場
に
乗
せ
て
い
く
必
要
性
を
痛
感
し

て
い
る
。 

 

伊
勢
原
川
柳
会 

観
ボ
ラ
ニ
ュ
ー
ス
９
月
号 

 

テ
ー
マ
「
お
盆
」 

 盆
踊
り
メ
ロ
デ
ィ
す
べ
て
ス
ピ
ー
カ
ー 

浴
衣
着
て
運
動
靴
で
踊
る
今 

良
く
生
き
た
８
５
回
の
お
盆
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

武
玄 

棚
経
に
和
尚
が
来
な
い
時
代
か
な 

牛
馬
も
ナ
ス
が
な
い
の
か
上
平
間 

疲
れ
た
な
来
年
は
盆
山
や
め
よ
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
の
み
ま
す 

ホ
ウ
ズ
キ
を
か
ざ
っ
て
迎
え
る
お
ぼ
ん
さ
ん 

お
ぼ
ん
さ
ん
キ
ュ
ウ
リ
の
馬
が
お
出
迎
え 

お
ぼ
ん
さ
ん
エ
ア
コ
ン
完
備
い
ら
っ
し
ゃ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

康
雄 

線
香
も
ち
親
戚
回
り
子
の
役
目 

お
盆
来
て
先
祖
ふ
る
さ
と
偲
ぶ
だ
け 

門
々
に
松
明
炊
い
て
仏
様 

栄
泉 

首
揃
え
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

栄
泉 

若
者
は
デ
ー
ト
の
つ
い
で
に
墓
参
り 

 

き
な
臭
い
こ
の
頃
暗
い
記
事
多
し 

 

終
活
し
い
つ
ま
で
元
気
シ
ニ
ア
族 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

と
ー
ふ
ー 

 

俳 

句 
 

佐
藤
和
夫 

野
仏
に
供
え
る
如
く
彼
岸
花 

乳
母
車
止
ま
れ
ば
留
る
赤
と
ん
ぼ 

表
札
の
虚
し
き
空
き
家
柿
熱
る
る 

 
 

「
自
由
句
」 

 

ロ
ボ
ッ
ト
く
ん
会
釈
し
て
み
る
無
表
情 

名
も
知
ら
ぬ
薬
を
飲
ん
で
水
を
飲
む 

地
場
産
の
ブ
ド
ウ
と
梨
で
夏
を
越
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

康
雄 

高
齢
も
医
者
の
診
断
５
０
肩 

AI
に
平
和
を
問
う
て
守
ろ
う
よ 

ト
ラ
ン
プ
は
武
力
が
無
力
を
実
感
す 

武
玄 

支
持
率
下
が
り
原
因
不
明
と
は
情
け
な
い 

お
中
元
も
ら
っ
て
嬉
し
無
礼
講 

市
大
生
定
員
超
過
猛
暑
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

栄
泉 

な
ぜ
急
ぐ
次
回
で
も
よ
い
法
案
を 

応
援
団
党
首
討
論
野
次
軍
団 

威
張
ら
ず
に
淡
々
と
や
れ
こ
の
政
府 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
の
み
ま
す 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
の
み
ま
す 

  
 

 
 

 
 

と

の
み
ま
す 

 

姉
妹
都
市
交
流
（
３
） 

 
観
ボ
ラ
副
会
長 

前
田
秀
資 

  

前
号
で
書
き
ま
し
た
よ
う
に
伊
勢
原
市

と
長
野
県
茅
野
市
と
姉
妹
都
市
と
な
っ
て

４
０
年
が
経
ち
ま
し
た
。 

い
ろ
い
ろ
な
交
流
事
業
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
最
も
よ
く
ご
存

知
な
の
は
、
観
光
道
灌
ま
つ
り
の
時
に
、
茅

野
市
の
ご
協
力
で
行
わ
れ
る
「
御
柱
」
曳
き

で
し
ょ
う
。
茅
野
市
＝
諏
訪
大
社
＝
御
柱
と

い
う
感
想
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
長
野
県
か

ら
そ
の
た
び
に
来
て
い
た
だ
く
御
柱
の
曳

き
手
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
伊
勢
原
の
多
く

の
方
の
協
力
に
よ
っ
て
行
事
が
実
施
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
、
も
う
少
し
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
諏
訪
大
社
に
関
す
る
こ
と
も
も
っ

と
広
め
て
い
き
た
い
。
日
本
を
代
表
す
る
古

社
の
一
つ
で
あ
り
、
全
国
２
万
５
千
あ
る
諏

訪
神
社
の
総
本
社
な
の
で
す
。 

実
は
同
神
社
は
、
私
た
ち
が
通
常
認
識
し

て
い
る
神
社
の
形
式
と
は
か
な
り
異
な
っ

て
い
ま
す
。
中
央
高
速
道
路
か
ら
も
見
え
る

諏
訪
湖
を
挟
ん
で
上
社
と
下
社
に
分
か
れ

て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
二
つ
の
お
宮
（
社
）

を
有
し
て
い
る
神
社
で
す
。
つ
ま
り
諏
訪
大

社
は
四
つ
あ
る
の
で
す
。 

私
は
５
年
ほ
ど
前
に
四
つ
の
社
に
お
参

り
し
て
、
か
な
り
新
鮮
な
体
験
で
し
た
。
最

近
、
こ
の
四
つ
の
社
を
参
拝
す
る
「
四
社
巡

り
」
を
す
る
方
も
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
伊
勢
原
市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
そ
の
奥

深
い
魅
力
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

  

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%AB%8F%E8%A8%AA%E6%B9%96
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%AB%8F%E8%A8%AA%E5%A4%A7%E7%A4%BE#%E8%AB%8F%E8%A8%AA%E5%A4%A7%E7%A4%BE%E4%B8%8A%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%AB%8F%E8%A8%AA%E5%A4%A7%E7%A4%BE#%E6%9C%AC%E5%AE%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%AB%8F%E8%A8%AA%E5%A4%A7%E7%A4%BE#%E5%89%8D%E5%AE%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8C%85%E9%87%8E%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%AB%8F%E8%A8%AA%E5%A4%A7%E7%A4%BE#%E8%AB%8F%E8%A8%AA%E5%A4%A7%E7%A4%BE%E4%B8%8B%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%AB%8F%E8%A8%AA%E5%A4%A7%E7%A4%BE#%E7%A7%8B%E5%AE%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%AB%8F%E8%A8%AA%E9%83%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8B%E8%AB%8F%E8%A8%AA%E7%94%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%AB%8F%E8%A8%AA%E5%A4%A7%E7%A4%BE#%E6%98%A5%E5%AE%AE


 2026 年 9月～１1 月スケジュール 

・
大
山 

紅
葉
狩
り
ウ
ォ
ー
ク 

阿
夫
利
神
社
下
社
、
大
山
寺
か
ら
の
紅
葉
を
楽
し

み
ま
す
。
徒
歩
や
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
し
た
3
パ
タ

ー
ン
の
コ
ー
ス
を
選
べ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

  

・
三
之
宮
比
々
多
神
社
と
周
辺
の
史
跡
を
巡
る 

伊
勢
原
の
歴
史
あ
る
地
区
の
一
つ
で
あ
る
三
ノ
宮

の
晩
秋
を
楽
し
む
ウ
ォ
ー
ク
で
す
。
古
社
寺
と
史 

跡
を
巡
り
、
神
話
と
昔
ば
な
し
も
取
り
上
げ
ま
す
。 

・
矢
倉
沢
往
還
を
歩
く
④
《
渋
沢
～
松
田
》 

 

い
よ
い
よ
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
矢
倉
沢
往
還
へ
。
約 

20
分
の
峠
越
え
の
上
り
坂
の
後
は
秋
の
丹
沢
連
、

富
士
山
、
箱
根
の
眺
望
を
楽
し
み
な
が
ら
軽
快
な

尾
根
歩
き
で
松
田
を
め
ざ
し
ま
す
。 

 
 ・

秦
野
の
東
光
寺
と
土
屋
一
族
の
墓
を
巡
る 

 

秦
野
東
光
寺
の
薬
師
堂
に
は
由
来
あ
る
薬
師
像
が

あ
り
ま
す
。
金
目
川
へ
下
る
と
、
か
っ
て
の
土
屋
城

の
跡
が
あ
り
、
土
屋
一
族
の
墓
が
あ
り
ま
す
。
最
後

に
洞
窟
探
検
を
し
よ
う
。 

 

 
 

 
 

   

  ・
日
向
の
彼
岸
花
の
群
生
地
か
ら
七
沢
路
へ 

 

定
番
彼
岸
花
を
ゆ
っ
く
り
鑑
賞
後
、
七
沢
に
あ
る

自
然
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
へ
。
解
散
後
は
お
買
い

も
の
や
お
食
事
も
楽
し
め
ま
す
。 

 

 

      

行 
 

 

事 

１1
月
25
日
（
水
）≪
昼
食
休
憩
・
無
》 

集
合 

伊
勢
原
駅
北
口 
8
時
30
分 

解
散 

阿
夫
利
神
社
下
社 
12
時
30

分
頃 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

11
月
12
日
（
木
）≪

昼
食
休
憩
・
有
》

集
合 
伊
勢
原
駅
北
口
9
時 

 

解
散 

塔
の
山
緑
地
公
園 

13
時
30

分
頃 

  
 

集
合 

伊
勢
原
駅
北
口 

9
時 

解
散 

搭
の
山
緑
地
公
園 

1
3

時
集

合 

伊
勢
原
駅
北
口 

9

時 

解
散 

搭
の
山
緑
地
公
園 

1
3

時
集

合 

伊
勢
原
駅
北
口 

9

時 

解
散 

搭
の
山
緑
地
公
園 

1
3

時

3
0

分
50
分
頃 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

10
月
28
日
（
水
） 

≪

昼
食
休
憩
・
無
》 

集
合 

渋
沢
駅
南
口 

8
時
45
分 

解
散 

新
松
田
駅 

12
時
50
分
頃 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
10
月
13
日
（
火
） 

≪

昼
食
休
憩
・
無
》 

集
合 

東
海
大
学
前
駅
南
口 

9
時 

解
散 

土
屋
橋
バ
ス
停 

12
時
頃 

 
 

 9
月
25
日
（
金
） 

≪

昼
食
休
憩
・
無
》 

集
合 

伊
勢
原
駅
北
口 

８
時
30
分 

解
散 

七
沢
温
泉
食
の
市 

12
時
頃 

 

実
施
日
・
時
刻 

 

★★★徒歩 ★★ ★★★ ★★ ★★ 難易度 

約 3ｋm 約 4ｋｍ 約 7ｋm 約 4.6ｋｍ 約 4ｋｍ 距離 

参加費はおひとり 500 円 参加費 

伊
勢
原
駅
＝
大
山
ケ
ー
ブ
ル
バ
ス
停
～
こ
ま
参
道

～
大
山
ケ
ー
ブ
ル
駅
（
共
通
） 

A
徒
歩
で
大
山
寺
、
下
社
へ 

Ｂ
ケ
ー
ブ
ル
で
大

山
寺
、
下
社
へ 

c
徒
歩
で
大
山
寺
、
ケ
ー
ブ
ル

で
下
社
へ
、 

3
コ
ー
ス
と
も
下
社
で
解
散 

B
ケ
ー
ブ
ル
駅
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
で
大
山
寺
、
下

Ｃ
ケ
ー
ブ
ル
駅
か
ら
徒
歩
で
大
山
寺
、
ケ
ー
ブ
ル

で
下
社
で
下
社
、 

こ
ま
参
道
～
大
山
寺
～
ケ
ー
ブ

ル
～
下
社-b

u
ru

下
社 

②
こ
ま
参
道
～
（
徒
歩
・
大
山
寺
～
ケ
ー
ブ
ル
～
下

社
）
③
こ
ま
参
道
～
（
大
山
ケ
ー
ブ
ル
駅
～
ケ
ー
ブ

ル
～
大
山
寺
～
ケ
ー
ブ
ル
～
下
社
）
下
社
解
散 

 

 

伊
勢
原
駅
＝
比
々
多
神
社
バ
ス
停
～
比
々
多
神
社

～
比
々
多
神
社
元
宮
～
埒
面
古
墳
～
塞
座
大
神
～

栗
原
大
橋
～
保
国
寺
～
萬
松
寺
～
塔
の
山
緑
地
公

園
（
解
散
） 

渋
沢
駅
＝
渋
沢
中
学
校
入
り
口
～
弘
法
の
す
ず
り

水
～
地
福
寺
～
三
嶋
社
・
椎
の
木
森
～
富
士
見
塚

～
篠
窪
～
神
山
神
社
～
籠
場
橋
石
仏
群
～
延
命
寺

前
大
門
通
り
～
新
松
田
駅
（
解
散
） 

東
海
大
学
前
駅
＝
宿
矢
名
バ
ス
停
～
東
光
寺
観
音

堂
～
八
声
江
橋
～
二
子
塚
古
墳
～
土
屋
橋
～
熊
野

神
社
～
大
乗
院
～
土
屋
城
址
と
高
陣
山
～
土
屋
一

族
の
墓
～
妙
圓
寺
～
土
屋
橋
バ
ス
停
（
解
散
） 

伊
勢
原
駅
＝
日
向
薬
師
バ
ス
停
～
彼
岸
花
群
生
地

～
日
向
の
坊
を
歩
く
～
や
ぎ
さ
ん
牧
場
の
群
生
地

～
自
然
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
～
「
七
沢
温
泉
食
の

市
」
の
前
（
解
散
） 

主
な
コ
ー
ス 

コースは変更になる場合があります。また、降雨率 40％以上は中止となります。 

★ 初心者向けコース  ★★ 一般向けコース   ★★★ 健脚コース 

★★★★ 長距離・健脚コース  ★★★★★ 同左（大山山頂クラス 杖必要） 

問い合わせ（080）7382－8217・観ボラ事務局 17 時～19 時  

・  熱中症、雨天の場合などの実施確認先：当日朝、観ボラホームページで確認できます。 

・                または上記電話へ（朝 6 時 30分～7時 30 分） 

 ４ 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

＊
事
務
局
の
問
い
合
わ
せ
の
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

新
し
い
番
号
は
下
記
に
記
載
し
て
い
ま
す
。 

 

＊
当
日
朝
、
ご
自
宅
で
体
温
を
測
り
、
三
七
・
五
度
C
以
上

や
体
調
が
悪
い
場
合
は
ご
参
加
を
ご
遠
慮
下
さ
い 

 

＊
掲
載
行
事
は
予
約
な
し
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

 

参
加
当
日
、
集
合
場
所
に
て
受
付
け
ま
す
。
（
緑
の
帽
子
が
目
印
）

行
程
中
の
交
通
費
は
各
自
負
担
と
な
り
ま
す
。 

＊
持
ち
物
と
服
装 

 

持
ち
物
：
弁
当
（
昼
食
休
憩
の
記
載
が
あ
る
コ
ー
ス
）
、
雨
具
、 

 

飲
料
水
、
タ
オ
ル
等
。
健
康
保
険
証
等
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
な
ど
。 

 

＊
会
員
募
集
中
！ 

入
会
金
無
料
、 

 

令
和
8
年
度
年
会
費 

一
、
五
０
０
円 

 

＊
年
会
費
受
付
中 

 
 

 


